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数学・数理科学・応用数理  

子模型の可解性の根底にある基礎方程式として、ヤ  

ンバクスター方程式を提唱し、レニングラードに若  

い強力な研究者集団を育て上げる。   

この時期、数理研における研究は、グリーン関数  

の、数学における別名として佐藤が名付けた丁関数  

に向かっていた。非線形波動における可解模型であ  

るソリトン理論と、モノドロミー保存変形理論との  

構造的類似性から、ソリトン理論における広田の方  

法が丁関数理論に他ならぬことが理解され、1980年  

の終りに、佐藤は無限次元グラスマン多様体の理論  

を建設する。これを見てすぐに相原正樹、伊達悦朗、  

神保、三輪は、表現論において注目を集め始めてい  

たアブインリー代数が、解の変換群として丁関数に  

作用していることを見ぬいた。  

1983年、超新星が爆発した。2次元共形場理論の  

誕生である。モスクワ郊外のランダウ物理学研究所  

の研究員宿舎のこわれかけた黒板に初めて書かれた  

方程式は、またたくまに世界中に拡がっていった。ひ  

と昔前のストリング理論で活躍したヴィラソロ代数  

が、臨界点における場の理論と統計物理の両方を無  

限次元の対称性の立場から統合する原理として起っ  

たのである。   

物理学看たちのこの研究を、数学者として支えた  

のがFeiginであった。ヴィラソロ代数の表現論。日  

本で、数学者の立場から共形場理論に正面切って取  

り組み、そしてアフィン代数の表現論としてそれを  

完成させたのが土屋、蟹江である。彼らの努力によっ  

て物理の情熱が、数学の理性に結露した。   

非臨界的な場合も含めての可解格子模型の研究の  

進展は、ひそかではあったが、確実に発火′勘二近付  

いていた。Ⅰ】猥terは1980年頃、いくつかの模型で  

磁化辛がある変数qの関数として書いた時、組合せ  

論で知られてい たRogers－Ramanujanの等式と一致  

していることを発見した。Faddeevが数理研にひと  

月滞在したのは、1982年の春である。彼は、モスク  

ワでもそうしたように、発火装置をそれとなく仕掛  

けて帰っていった。   

1985年、火うち石が撃ち合わされた。モスクワで  

はDrinfeldが、京都では神保が、Faddeevの仕掛け  

に火をつけた。量子群の発見である。自然現象を数  

学的に理解するための概念のひとつとしての対称性  

が、古典的なリー代数を越えて、パラメタヮを含む  

形に拡張されたのである。   

量子群は表現論に新たな材料を与え、表硯論は格  

子模型に新たな手段を与える。   

伊達、神保、三輪は，Baxterの仕事を追跡してい  

くうちに、ワ＝0で起こる組合せ論との奇妙なつなが  

りに気がついた。しばらくして、柏原はこの現象を  

表現論的に解明し、結晶基底という名を与えた。同  

じ頃、1usztigは、全く別のルートから、同じような  

基底にたどり着いていた。これとは別にLusztigは、  

モジュラー表現の指標公式に関するある予想の証明  

に、りが1の巾根の量子群の表現論を用いるという  

雄大な構想を提出する。  

共形場理論と格子模型は、研究者の数において圧  

倒的な遠いがあったが、その中身は奇妙な平行性を  

見せていた。土屋、蟹江は欄間関数を表現論でとら  

えた。Smirnovは、非臨界的な場の理論の形二状因子  

を記述する方程式を、孤独な苦闘の末に解いた。潮  

は満ちていた。格子模型で、何ができるのか。   

1991年夏、数理研では「鯉限解析」をテーマに、  

3カ月の長期国際研究集会が行なわれた。そこに、共  

形場理論の基礎方程式であるKZ方程式がFrenkel  

とReshetikhinによりq変形されたというニュース  

が伝わった。それは、土屋、蟹江 と SmirI10Vをア  

フィン量子代数の表現論によって見事に統一して見  

せたものだった。暑いそして熱い夏であった。そして  

夏が過ぎる頃、ヴ変形された対称性を用いて格子模型  

を解く方法が、銭々の前に姿を現していた。【Bethe  

の方法による複雑な固有ベクトルや、Baxterによる  

魔法のような計算が、ひとつひとつ表現論の言葉に  

置き換えられて。   
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